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：

質問Ａ

ａ.売上高 1 2 3 1 2 3
　（出荷高） 増加 不変 減少 増加 不変 減少
ｂ.採算 1 2 3 1 2 3
　（経常利益ベース） 好転 不変 悪化 好転 不変 悪化
ｃ.仕入単価 1 2 3 1 2 3

下落 不変 上昇 下落 不変 上昇
ｄ.従業員 1 2 3 1 2 3

不足 適正 過剰 不足 適正 過剰
ｅ.業況 1 2 3 1 2 3

好転 不変 悪化 好転 不変 悪化
f.資金繰り 1 2 3 1 2 3

好転 不変 悪化 好転 不変 悪化

質問Ｂ 業界内のトピック（記述式）

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　

※ ＤI値と景気の概況

特に好調 好調 まあまあ 不振

質問事項
回　　答　　欄

前年同月と比較した
今月の水準

今月の水準と比較した向
こう3ヶ月の先行き見通し

極めて不振
DI≧50 50＞DI≧25 25＞DI≧0

69.2%

▲25＞DI

26 17 65.4%

回収率

0＞DI≧▲25

０（ゼロ）を基準として、プラスの値で景気の上向きを表す回答の割
合が多いことを示し、マイナスの値で景気の下向き傾向を表す回
答の割合が多いことを示す。従って、売上高などの実数値の上昇
率を示すものではなく、強気・弱気などの景気感の相対的な広がり
を意味する。

　　　　　　　　　　　ＤＩ値は、売上、採算、業況などの項目についての判断状況を表す。

　　　　　　　　　※ ＤＩ値（景況判断指数）について

調査産業

ＤＩ値 ＝ １増加他の回答割合 － ３減少他の回答割合

調査対象数
134
34

　　  と 調 査 表
 ○ 調 査 方 法  　 ：　　

製　　　造
卸 ・小売
サービス

下記「質問Ａ」をＤＩ値集計し、「質問Ｂ」で「業界内のトピック」の
記述回答。

91

39

柏の景気情報（ 令和２年８月分 ）

建　　　設 19
28
27

○ 調 査 期 間　　 ：　　令和２年８月２４日　～　令和２年９月８日

○ 調 査 対 象  　 ：　　柏市内１３４事業所及び組合にヒアリング

全 産 業

　　　　　　　　　　＜産業別回収状況＞

35
55.9%
80.0%

回答数
67.9%



〇

令和２年

３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月～１１月 ( ８月～１０月 )

全　産　業 ▲ 53.5 ▲ 67.1 ▲ 64.2 ▲ 60.5 ▲ 45.0 ▲ 53.8 ▲ 29.6 ( ▲ 27.5 )

建　　　 設 ▲ 31.5 ▲ 70.5 ▲ 70.0 ▲ 45.0 ▲ 31.5 ▲ 42.1 ▲ 15.7 ( ▲ 15.7 )

製　　　 造 ▲ 61.5 ▲ 69.2 ▲ 69.2 ▲ 92.8 ▲ 72.7 ▲ 75.0 ▲ 35.7 ( ▲ 36.3 )

卸 ・ 小売 ▲ 76.0 ▲ 78.2 ▲ 81.8 ▲ 63.6 ▲ 40.0 ▲ 55.5 ▲ 40.7 ( ▲ 36.0 )

サ ー ビ ス ▲ 35.7 ▲ 47.0 ▲ 26.6 ▲ 46.6 ▲ 28.5 ▲ 29.4 ▲ 17.6 ( ▲ 14.2 )

【令和２年８月の業況についての状況】

向こう３ヶ月（９月から１１月）の先行き見通しについては、全産業では、▲２９．６（前月水準▲２７．５）
となり、マイナス幅が２．１ポイント拡大する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小する見通しの業種は、製造業▲３５．７(同▲３６．
３)である。変らない見通しの業種は、建設業▲１５．７(同▲１５．７)である。マイナス幅が拡大する見
通しの業種は、幅の大きい順に、卸小売業▲４０．７(同▲３６．０)、サービス業▲１７．６(同▲１４．２)
である。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が拡大した業種は、幅の大きい順に、卸小売業▲５５．５
(同▲４０．０)、建設業▲４２．１(同▲３１．５)、製造業▲７５．０(同▲７２．７)、サービス業▲２９．４(同
▲２８．５)である。

○

８月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲５３．８（前月水準▲４５．０)となり、マ
イナス幅が８．８ポイント拡大、４か月ぶりに全産業で悪化。

令和２年８月業況ＤＩ値（前年同月比）の推移

先行き見通し

▲ 100.0

▲ 90.0

▲ 80.0

▲ 70.0

▲ 60.0

▲ 50.0

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月

ＤＩ値

月別

令和２年８月の業況ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

▲ 90.0 ▲ 80.0 ▲ 70.0 ▲ 60.0 ▲ 50.0 ▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 令和２年８月の業況

８月



○

令和２年

３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月～１１月 ( ８月～１０月 )

全　産　業 ▲ 46.4 ▲ 64.2 ▲ 68.5 ▲ 60.5 ▲ 40.0 ▲ 46.1 ▲ 23.0 ( ▲ 35.0 )

建　　　 設 ▲ 21.0 ▲ 52.9 ▲ 80.0 ▲ 60.0 ▲ 47.3 ▲ 31.5 ▲ 15.7 ( ▲ 26.3 )

製　　　 造 ▲ 61.5 ▲ 69.2 ▲ 76.9 ▲ 78.5 ▲ 63.6 ▲ 64.2 ▲ 32.1 ( ▲ 50.0 )

卸 ・ 小売 ▲ 72.0 ▲ 78.2 ▲ 81.8 ▲ 59.0 ▲ 24.0 ▲ 44.4 ▲ 40.7 ( ▲ 36.0 )

サ ー ビ ス ▲ 21.4 ▲ 52.9 ▲ 26.6 ▲ 46.6 ▲ 21.4 ▲ 35.2 △ 11.7 ( ▲ 21.4 )

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、建設業▲３１．５(同▲４７．３)であ
る。マイナス幅が拡大した業種は、幅の大きい順に、卸小売業▲４４．４(同▲２４．０)、サービス業▲３
５．２(同▲２１．４)、製造業▲６４．２(同▲６３．６)である。

向こう３ヶ月（９月から１１月）の先行き見通しについては、全産業では、▲２３．０（前月水準▲３５．０）
となり、マイナス幅が１２．０ポイント縮小する見通しである。

○

【令和２年８月の売上についての状況】

８月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲４６．１（前月水準▲４０．０）となり、マ
イナス幅が６．１ポイント拡大した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナスからプラスに転じる見通しの業種は、サービス業△１１．７
(同▲２１．４)である。マイナス幅が縮小する見通しの業種は、幅の大きい順に、製造業▲３２．１(同▲
５０．０)、建設業▲１５．７(同▲２６．３)である。マイナス幅が拡大する見通しの業種は、卸小売業▲４
０．７(同▲３６．０)である。

　　令和２年８月の売上ＤＩ値（前年同月比）の推移

先行き見通し

▲ 70.0 ▲ 60.0 ▲ 50.0 ▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 令和２年８月の売上

８月

▲ 90.0

▲ 80.0

▲ 70.0

▲ 60.0

▲ 50.0

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月

ＤＩ値

月別

令和２年８月の売上ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス



令和２年
３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月～１１月 ( ８月～１０月 )

全　産　業 ▲ 52.1 ▲ 67.1 ▲ 62.8 ▲ 59.1 ▲ 46.2 ▲ 52.7 ▲ 23.0 ( ▲ 40.0 )

建　　　 設 ▲ 36.8 ▲ 64.7 ▲ 75.0 ▲ 60.0 ▲ 52.6 ▲ 36.8 ▲ 21.0 ( ▲ 36.8 )

製　　　 造 ▲ 46.1 ▲ 61.5 ▲ 69.2 ▲ 71.4 ▲ 59.0 ▲ 64.2 ▲ 28.5 ( ▲ 45.4 )

卸 ・ 小売 ▲ 72.0 ▲ 82.6 ▲ 77.2 ▲ 63.6 ▲ 44.0 ▲ 62.9 ▲ 40.7 ( ▲ 48.0 )

サ ー ビ ス ▲ 42.8 ▲ 52.9 ▲ 20.0 ▲ 40.0 ▲ 21.4 ▲ 35.2 △ 11.7 ( ▲ 21.4 )

先行き見通し

　　令和２年８月の採算ＤＩ値（前年同月比）の推移

○ ８月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲５２．７（前月水準▲４６．２）となり、マ
イナス幅が６．５ポイント拡大した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、建設業▲３６．８(同▲５２．６)であ
る。マイナス幅が拡大した業種は、幅の大きい順に、卸小売業▲６２．９(同▲４４．０)、サービス業▲３
５．２(同▲２１．４)、製造業▲６４．２(同▲５９．０)である。

向こう３ヶ月（９月から１１月）の先行き見通しについては、全産業では、▲２３．０（前月水準▲４０．０）
であり、マイナス幅が１７．０ポイント縮小する見通しである。

○

業種別では、前月水準と比べて、マイナスからプラスに転じる見通しの業種は、サービス業△１１．７
(同▲２１．４)である。マイナス幅が縮小する見通しの業種は、幅の大きい順に、製造業▲２８．５(同▲
４５．４)、建設業▲２１．０(同▲３６．８)、卸小売業▲４０．７(同▲４８．０)である。

【令和２年８月の採算についての状況】

▲ 70.0 ▲ 60.0 ▲ 50.0 ▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 令和２年８月の採算

８月

▲ 90.0

▲ 80.0

▲ 70.0

▲ 60.0

▲ 50.0

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月

ＤＩ値

月別

令和２年８月の採算ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス



○

令和２年
３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月～１１月 ( ８月～１０月 )

全　産　業 ▲ 12.6 ▲ 22.8 ▲ 22.8 ▲ 12.6 ▲ 16.2 ▲ 15.3 ▲ 9.8 ( ▲ 12.5 )

建　　　 設 ▲ 15.7 ▲ 29.4 ▲ 20.0 ▲ 20.0 ▲ 21.0 ▲ 10.5 ▲ 5.2 ( ▲ 15.7 )

製　　　 造 ▲ 38.4 ▲ 38.4 ▲ 23.0 ▲ 7.1 ▲ 22.7 ▲ 7.1 ▲ 7.1 ( ▲ 18.1 )

卸 ・ 小売 ▲ 8.0 ▲ 21.7 ▲ 36.3 ▲ 18.1 ▲ 20.0 ▲ 29.6 ▲ 25.9 ( ▲ 20.0 )

サ ー ビ ス △ 7.1 ▲ 5.8 ▲ 6.6 ±0.0 △ 7.1 ▲ 11.7 △ 5.8 ( △ 14.2 )

先行き見通し

【令和２年８月の仕入単価についての状況】

○ ８月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲１５．３（前月水準▲１６．２）となり、マ
イナス幅が０．９ポイント縮小した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、幅の大きい順に、製造業▲７．１(同
▲２２．７)、建設業▲１０．５(同▲２１．０)である。プラスからマイナスに転じた業種は、サービス業▲１
１．７(同△７．１)である。マイナス幅が拡大した業種は、卸小売業▲２９．６(同▲２０．０)である。

　　令和２年８月の仕入単価ＤＩ値（前年同月比）の推移

向こう３ヶ月（９月から１１月）の先行き見通しについては、全産業では、▲９．８（前月水準▲１２．５）と
なり、マイナス幅が２．７ポイント縮小する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小する見通しの業種は、幅の大きい順に、製造業
▲７．１(同▲１８．１)、建設業▲５．２(同▲１５．７)である。プラス幅が縮小する見通しの業種は、サー
ビス業△５．８(同△１４．２)である。マイナス幅が拡大する見通しの業種は、卸小売業▲２５．９(同▲２
０．０)である。

▲ 50.0

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

△ 20.0

３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月

ＤＩ値

月別

令和２年８月の仕入単価ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 令和２年８月の仕入単価

８月



○

令和２年

３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月～１１月 ( ８月～１０月 )

全　産　業 △ 4.2 ▲ 4.2 ▲ 8.5 △ 1.4 △ 5.0 △ 3.2 △ 4.3 ( △ 6.2 )

建　　　 設 △ 31.5 △ 23.5 △ 20.0 △ 20.0 △ 36.8 △ 26.3 △ 10.5 ( △ 36.8 )

製　　　 造 ±0.0 △ 15.3 ▲ 15.3 ▲ 7.1 ▲ 13.6 ▲ 25.0 ▲ 25.0 ( ▲ 22.7 )

卸 ・ 小売 ▲ 12.0 ▲ 26.0 ▲ 27.2 ▲ 4.5 △ 4.0 △ 14.8 △ 22.2 ( △ 8.0 )

サ ー ビ ス ±0.0 ▲ 17.6 ▲ 13.3 ▲ 6.6 ▲ 7.1 △ 5.8 △ 17.6 ( △ 7.1 )

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が拡大した業種は、卸小売業△１４．８(同△４．０)である。
マイナスからプラスに転じた業種は、サービス業△５．８(同▲７．１)である。プラス幅が縮小した業種
は、建設業△２６．３(同△３６．８)である。マイナス幅が拡大した業種は、製造業▲２５．０(同▲１３．６)
である。

【令和２年８月の従業員についての状況】

○

向こう３ヶ月（９月から１１月）の先行き見通しについては、全産業では、△４．３（前月水準△６．２）と
なり、プラス幅が１．９ポイント縮小する見通しである。

先行き見通し

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が拡大する見通しの業種は、幅の大きい順に、卸小売業
△２２．２(同△８．０)、サービス業△１７．６(同△７．１)である。プラス幅が縮小する見通しの業種は、
建設業△１０．５(同△３６．８)である。マイナス幅が拡大する見通しの業種は、製造業▲２５．０(同▲２
２．７)である。

　　令和２年８月の従業員ＤＩ値（前年同月比）の推移

８月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、△３．２（前月水準△５．０）となり、プラス
幅が３．６ポイント縮小した。

▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0 △ 20.0 △ 30.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 令和２年８月の従業員

８月

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

△ 20.0

△ 30.0

△ 40.0

△ 50.0

３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月

ＤＩ値

月別

令和２年８月の従業員ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス



令和２年
３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月～１１月 ( ８月～１０月 )

全　産　業 ▲ 21.1 ▲ 40.0 ▲ 41.4 ▲ 29.5 ▲ 18.7 ▲ 27.4 ▲ 14.2 ( ▲ 15.0 )

建　　　 設 ▲ 5.2 ▲ 35.2 ▲ 40.0 ▲ 20.0 ▲ 10.5 ▲ 5.2 ±0.0 ( ▲ 5.2 )

製　　　 造 ▲ 15.3 ▲ 23.0 ▲ 38.4 ▲ 35.7 ▲ 40.9 ▲ 46.4 ▲ 28.5 ( ▲ 36.3 )

卸 ・ 小売 ▲ 36.0 ▲ 47.8 ▲ 54.5 ▲ 31.8 ▲ 12.0 ▲ 29.6 ▲ 14.8 ( ▲ 8.0 )

サ ー ビ ス ▲ 21.4 ▲ 47.0 ▲ 26.6 ▲ 33.3 ▲ 7.1 ▲ 17.6 ▲ 5.8 ( ▲ 7.1 )
　

先行き見通し

令和２年８月の資金繰りＤＩ値（前年同月比）の推移

【令和２年８月の資金繰りについての状況】

８月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲２７．４（前月水準▲１８．７）となり、マ
イナス幅が８．７ポイント拡大した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、建設業▲５．２(同▲１０．５)である。
マイナス幅が拡大した業種は、幅の大きい順に、卸小売業▲２９．６(同▲１２．０)、サービス業▲１７．
６(同▲７．１)、製造業▲４６．４(同▲４０．９)である。

向こう３ヶ月（９月から１１月）の先行き見通しについては、全産業では、▲１４．２（前月水準▲１５．０）
となり、マイナス幅が０．８ポイント縮小する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小する見通しの業種は、幅の大きい順に、製造業
▲２８．５(同▲３６．３)、建設業±０．０(同▲５．２)、サービス業▲５．８(同▲７．１)である。マイナス幅
が拡大する見通しの業種は、卸小売業▲１４．８(同▲８．０)である。
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産業別 令和２年８月の資金繰り

８月



全産業 建設 製造 卸･小売 サービス
３月 ▲ 53.5 ▲ 31.5 ▲ 61.5 ▲ 76.0 ▲ 35.7
４月 ▲ 67.1 ▲ 70.5 ▲ 69.2 ▲ 78.2 ▲ 47.0
５月 ▲ 64.2 ▲ 70.0 ▲ 69.2 ▲ 81.8 ▲ 26.6
６月 ▲ 60.5 ▲ 45.0 ▲ 92.8 ▲ 63.6 ▲ 46.6
７月 ▲ 45.0 ▲ 31.5 ▲ 72.7 ▲ 40.0 ▲ 28.5
８月 ▲ 53.8 ▲ 42.1 ▲ 75.0 ▲ 55.5 ▲ 29.4

見通し ▲ 29.6 ▲ 15.7 ▲ 35.7 ▲ 40.7 ▲ 17.6

【令和２年８月の調査結果のポイント】

８月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲５３．８（前月水準▲４５．０)となり、マイナス
幅が８．８ポイント拡大、４か月ぶりに全産業で悪化。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が拡大した業種は、幅の大きい順に、卸小売業▲５５．５(同▲
４０．０)、建設業▲４２．１(同▲３１．５)、製造業▲７５．０(同▲７２．７)、サービス業▲２９．４(同▲２８．５)で
ある。

≪全産業ＤＩは再び悪化。新型コロナウイルスの影響による厳しさが残るも、先行きは持ち直しの期待感見える≫

新型コロナウイルス感染症の感染防止対策と社会経済活動の両立が求められる中、東京圏における感染拡大の懸
念と暑さの影響もあり、消費マインドの低下、感染リスクの長期化が要因となり、ＤＩ値がマイナスに推移したとみる。
一方、夏休みの外出自粛の影響でテイクアウトは上向き、食料品や化粧品は順調、先月から全産業で新たな設備投
資やビジネスモデル転換の動きに言及したコメントも寄せられている。
先行き見通しＤＩは▲２９．６（今月比＋２４．２）と改善への期待感が大きい。

　見通しは今月の水準と比較した向こう3ヶ月の先行き見通しＤＩ

【卸小売業】からは、「来店客数に比べ客単価が上昇でまとめ買いの傾向。営業費削減を更に取り組む」（百貨店）、
「帰省土産がダメだったが、洋生菓子はまあまあ」（洋菓子店）、「『ＧｏＴｏトラベル』が始まるも外出自粛の傾向は強く、
お出かけ着は苦戦。お盆休みは家でプチ贅沢か、高額商品の動向が良かった」（大型小売店）、「イベント特注が減
少。テイクアウトは上向き」（飲食料品小売）、「家庭内食事増加で、駅周辺店舗を除き売上１０～３０％増」（各種食料
品小売）、「食料品、化粧品や高額品は順調。衣料品は残暑で秋物より春夏物が動いている。飲食は平日夜が厳し
い」（各種商品小売）、「地元飲食店の販売縮小、営業終了が相当の痛手。状況を改善すべく量販店への新商品投
入、一般顧客向けのＥＣ販売を開始。雇用調整助成金、柏市の支援給付金、持続化補助金（ＥＣ販売コスト軽減）を申
請・採択されたが厳しい状況」（農畜産物・水産物卸売）、「飲食店の減少分を内食商品でカバー」（水産物卸・小売）、
「入館者数、客単価、総売上それぞれに回復の兆し。飲食部門は回復の目途が立たず、一部閉鎖し人員を削減した」
（公衆浴場業）、「猛暑とコロナの影響で売上前年比割れ」（洋菓子店）などのコメントが寄せられた。

【サービス業】からは、「最寄りの大学が秋以降のオンライン授業を決め、学生向け物件の募集反応が鈍い」（不動産
賃貸・管理）、「得意先が無くならない限り業況に変化はないが、不況が続けば影響は出る」（税理士）、「自社の苦手
な部分を協業するといった新しいビジネスモデルの展開が必要」（広告）、「これから退去や値下げ交渉が出てくる」
（不動産賃貸）、「新規顧客を増やす為、オンライン営業の取り入れ、インターネット問合せの工夫が必要」（広告代
理）、「コロナの影響がプラスに働き、将来に備えた売却やテレワークにより部屋数増加希望の購入あり」（不動産管
理）、「ドライバー不足が深刻。関東圏の３４歳以下の求人倍率は９．２７倍と悪化」（一般貨物自動車運送）、「学校の
夏休み短縮により夏期講習の売上減少。学校が通常通り運営されれば次第に回復するだろうと期待。入会の問合せ
は増えてきた」（学習塾）、「売上は少しずつ増加。野菜が高値で質も悪い」（食堂・レストラン）などのコメントが寄せら
れた。

【製造業】からは、「働き方改革で社員の所得減。副業・兼業を認めた場合、過剰労働等で労災が発生した際の責任
の所在が問題になるのでは」（自動車付属品）、「自粛の影響は大きい」（かばん）、「売上高が前年比６０％近くまで落
ち、底が見えず。雇用調整助成金を申請するため臨時休業を実施。９月はパートの契約更新月だが同水準で雇用で
きるだろうか」（金属製品）、「東京圏の飲食店自粛で酒類業界の売上増は見込めず」（酒類）、「受注動向が不透明で
今後の方向性がつけづらい」（金属加工機械）、「受注激減。当面の間は非常に厳しい業況」（電子応用装置）、「主力
製品は夏季休暇と休業で生産性が低下し前月より悪化。新規市場向け新製品の立ち上げを見込み設備投資を行う。
観光やインバウンド需要の減少で食品向け製品は大幅な悪化」（鉄鋼業）、「コロナの影響が出ている先はここ３ヶ月
間注文が全く無い」（プラスチック製品）、「９月から通常営業を開始。コロナで控えた営業部の１名増員を再検討」（化
学工業）などのコメントが寄せられた。

【建設業】からは、「少人数経営なので感染者を出さないよう徹底」（一般土木建築工事）、「受注は好転したが人手不
足が解消されず､仕事量に比べて完成までに時間がかかる」（とび）、「square社のカード決済を導入しキャシュレス対
応開始」（畳工事請負・畳製造販売）、「官公庁の受注は昨年並みだが、民間工事受注は減少。来年以降の見通し立
たず」（土木建築サービス）、「気温が高すぎて仕事に影響」（土木工事）などの声が寄せられた。



前年比 先行き 前年比 先行き 前年比 先行き 前年比 先行き
全  業  種 ▲ 46.1 ▲ 23.0 ▲ 52.7 ▲ 23.0 ▲ 15.3 ▲ 9.8 △ 3.2 △ 4.3
建　　　設 ▲ 31.5 ▲ 15.7 ▲ 36.8 ▲ 21.0 ▲ 10.5 ▲ 5.2 △ 26.3 △ 10.5
製　　　造 ▲ 64.2 ▲ 32.1 ▲ 64.2 ▲ 28.5 ▲ 7.1 ▲ 7.1 ▲ 25.0 ▲ 25.0
卸 ・小売 ▲ 44.4 ▲ 40.7 ▲ 62.9 ▲ 40.7 ▲ 29.6 ▲ 25.9 △ 14.8 △ 22.2
サービス ▲ 35.2 △ 11.7 ▲ 35.2 △ 11.7 ▲ 11.7 △ 5.8 △ 5.8 △ 17.6

前年比 先行き 前年比 先行き
全  業  種 ▲ 53.8 ▲ 29.6 ▲ 27.4 ▲ 14.2
建　　　設 ▲ 42.1 ▲ 15.7 ▲ 5.2 ±0.0
製　　　造 ▲ 75.0 ▲ 35.7 ▲ 46.4 ▲ 28.5
卸 ・小売 ▲ 55.5 ▲ 40.7 ▲ 29.6 ▲ 14.8 　
サービス ▲ 29.4 ▲ 17.6 ▲ 17.6 ▲ 5.8

従業員

業況 資金繰り

売上高（受注・出荷） 採算 仕入単価



　　　　　　　　　　

　　　　　

　　　　　　　　　

　　　　　　　　

令和２年８月ＣＣＩ‐ＬＯＢＯとの比較

【業況ＤＩ】 全産業合計では、「柏の景気」が▲５３．８に対し、「ＣＣＩ‐ＬＯＢＯ」が▲５９．
０で柏の方がマイナス幅が５．２ポイント小さい。業種別では、「柏の景気」
の方が良い業種は、サービス業であり、１０ポイント以上良い。「柏の景気」
の方が悪い業種は、建設業、製造業、卸小売業である。

【売上ＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が▲４６．１に対し、「ＣＣＩ‐ＬＯＢＯ」が▲５６．
３で柏の方がマイナス幅が１０．２ポイント小さい。業種別では、「柏の景気」
の方が良い業種は、建設業、製造業、卸小売業、サービスであり、サービ
ス業は１０ポイント以上良い。

【従業員ＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が△３．２に対し、「ＣＣＩ-ＬＯＢＯ」が△２．１で
柏の方がプラス幅が１．１ポイント大きい。業種別では、「柏の景気」の方が
良い業種は建設業、卸小売業、サービス業である。「柏の景気」の方が悪
い業種は、製造業であり、１０ポイント以上悪い。

【資金繰りＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が▲２７．４に対し、「ＣＣＩ-ＬＯＢＯ」が▲２９．
３で柏の方がマイナス幅が１．９ポイント小さい。業種別では、「柏の景気」
の方が良い業種は、建設業、卸小売業、サービス業であり、サービス業は
１０ポイント以上良い。「柏の景気」の方が悪い業種は、製造業であり、１０
ポイント以上悪い。

【採算ＤＩ】

【仕入単価ＤＩ】

全産業合計では、「柏の景気」が▲５２．７に対し、「ＣＣＩ-ＬＯＢＯ」が▲５４．
１で柏の方がマイナス幅が１．４ポイント小さい。業種別では、「柏の景気」
の方が良い業種は、サービス業であり、１０ポイント以上良い。「柏の景気」
の方が悪い業種は、建設業、製造業、卸小売業であり、卸小売業は１０ポ
イント以上悪い。

全産業合計では、「柏の景気」が▲１５．３に対し、「ＣＣＩ-ＬＯＢＯ」が▲２０．
８で柏の方がマイナス幅が５．５ポイント小さい。業種別では、「柏の景気」
の方が良い業種は、建設業、製造業、サービス業であり、建設業、サービ
ス業は１０ポイント以上良い。「柏の景気」の方が悪い業種は、卸小売業で
あり、１０ポイント以上悪い。



【令和２年８月業種別業界内トピックス】

業種別 概　　　　　　　　　　　　況 トピック 業種
少人数での経営なので感染症対策の徹底が事業継続の必須条件。ひとりも感染者を
出さないように心掛けたい。 感染症対策の徹底 一般土木建築工事業

仕事の受注は好転しているが人手不足が解消されず、仕事量に比べて完成までに日
にちがかかっている。仕入等、必要経費の高騰により利益はとても厳しい物がある。 人手不足

経費増加
とび

Square社のカード決済リーダーを9月から導入。遅ればせながら、キャシュレス対応企
業になった。 キャッシュレス導入 畳工事請負・畳製造販売業

官公庁中心のため受注金額は昨年並だが、民間工事の受注が少なく、来年以降は見
通しが立たない状況。

民間工事受注減少
先行き不透明

土木建築サービス業

気温が高すぎて仕事に影響する。 天候の影響 土木工事業

働き方改革の一環として社内の業務効率化、情報の共有化を図っているが、定着す
るにはもう少し時間がかかりそう。残業時間の減少、有給休暇５日以上の取得義務化
により社員の所得が減っている。今後、社員の副業・兼業を認めた場合、過剰労働等
による労災が発生した際の責任所在について問題になるのではないか。

売上減少
働き方改革

副業・兼業による過剰労働
自動車付属品製造業

新型コロナウイルス感染拡大による自粛の影響は大きい。 新型コロナウイルスの影響 かばん

昨年同期の数字も一昨年と比べると大幅減少しており、非常に厳しい状況が続いてい
る。 業況悪化 プラスチック加工

8月は売上高が前年比60％近くまで落ち込み、まだ底が見えない。雇用調整助成金を
申請するため臨時休業を実施する。9月はパートの契約更新月だが、同じ水準で雇用
できるのか見通せない。休業が続くと従業員がモチベーションを保つのが難しく、ミス
や事故に繋がらないか危惧している。

売上大幅減少
雇用調整助成金

臨時休業実施による影響
金属製品

新型コロナウイルス感染者増加による東京圏での飲食店自粛の影響で、酒類業界は
売上増加を見込めない。製造量が減少する中、生産性の向上を図り利益を確保して
いく必要がある。

自粛の影響
テレワーク

酒類製造業

新型コロナウイルスの影響で、今後の受注動向が不安定で方向性がつけづらい。 先行き不透明 金属加工機械製造業

新型コロナウイルスによる、売上及び利益の減少を予測している。 売上・利益減少の見込み 機械・同部品製造業

新型コロナウイルスの猛威の中、今やるべきことは事業存続のための資金繰りであ
る。 新型コロナウイルスの影響 印刷業

コロナ禍の影響を受け受注が激減しており、当面の間は非常に厳しい業況になると予
想。 受注激減 電子応用装置製造業

主力製品は夏季休暇と休業で生産性が低下し、前月より悪化。新規市場向け新製品
の立ち上げを見込み設備投資を行う。観光やインバウンド需要の減少で、食品向け製
品は大幅悪化。

売上減少
設備投資

鉄鋼業

新型コロナウイルスの影響の有無が顧客によってはっきり分かれている。影響が出て
いる顧客はここ３か月間は注文が全く無く、今後の見通しも立っていない様子。 新型コロナウイルスの影響 プラスチック製品

新型コロナウイルスにより、埋もれていた企業が立ち上がり、華々しく咲き誇っていた
企業が意識改革を求められているようにみえる。 新型コロナウイルスの影響 印刷業

時差出勤、時短勤務、テレワーク等の対応をしていたが９月から通常業務となり、不足
していた営業活動を再開する。新型コロナウイルスの影響で控えていた営業部の１名
増員を再検討する。

テレワーク
人員増員検討

化学工業

来店客数に比べ客単価の上昇がみられ、来店頻度を下げたまとめ買いの傾向が分
かる。売上の好転は期待できないため、営業費の削減に更に取り組み、営業利益の
確保に努める。

まとめ買いによる客単価増
費用削減

百貨店

帰省土産がダメだったが、生洋菓子はまあまあ。今後イベントが出来ない。 帰省土産売上減少 洋菓子店

「Go Toトラベルキャンペーン」が始まっているが外出自粛の傾向は強く、お出かけ着
は苦戦している。外食を控える動きは変わらないため、食料品は好調を維持。お盆休
みは「家でプチ贅沢」か、高額商品の動向が良かった。

衣料品売上減少
食料品好調

大型小売店

前月と変わらない水準で今後も推移していく見通し。 先月同水準での推移 建築材料卸売業

イベント等の特注が減少。テイクアウトは上向き。 テイクアウト好調 その他の飲食料品小売業

外出自粛により家庭での食事が増えている影響で、駅周辺の店舗を除き１０～３０％
の売上増加。スタッフが新型コロナウイルスに感染してしまうと、風評被害等の悪影響
が考えられ心配である。

売上増加
新型コロナウイルス感染を懸念

各種食料品小売業

業種によって好不調にばらつきがみられる。食料品、化粧品や高額なものは順調。衣
料品は残暑の影響で、秋物より春夏物が動いている。飲食は特に平日夜間が引き続
き厳しい。

食料品・化粧品・高価格品好調
飲食売上（平日夜）減少

各種商品小売業

地元飲食店の販売縮小、営業終了により相当の痛手。今後もしばらく続くと思われ状
況を改善すべく、量販店への新商品投入、一般顧客向けのＥＣ販売を開始。雇用調整
助成金、柏市の支援給付金、持続化補助金（ＥＣ販売のコスト軽減）等を申請・採択さ
れているが、かなり厳しい状況。

販路拡大
業況悪化継続

農畜産物・水産物卸売業

飲食店の落ち込み分を、内食商品でカバーしている。 内食商品好調 水産物卸・小売業

対前年比入館者数７１％、客単価９４％、総売上６７％となり、回復の兆しか。なお、飲
食部門は回復の目途が立たず、一部閉鎖し人員を削減した。

回復傾向
飲食売上不調継続

公衆浴場業

猛暑と新型コロナウィルスの影響により、売上が前年割れ。 天候の影響
売上減少

洋菓子店

厳しさ変わらず、これからに期待。 不況継続 ソフトウェア業

最寄りの大学が秋以降もオンライン授業を決めているため、学生向け賃貸物件の募
集反応が鈍い。その他は、いまのところ安定推移。 学生向け賃貸物件不調 不動産賃貸・管理業

得意先がなくならない限り業況に変化はないが、不況が続けば影響は出てくる。 先行き不透明 税理士

建設業

製造業

卸・小売業



【令和２年８月業種別業界内トピックス】

自社の苦手な部分を協業するといった、新しいビジネスモデルの展開が必須。 ビジネスモデルの新展開 広告業

不動産賃貸はこれから退去や値下げ交渉が出てくる。また、今年いっぱいはイベント
をやめるべき。 飲食テナント 不動産賃貸業

新型コロナウイルスの影響はしばらく続くため、新規顧客を増やしていく必要がある。
オンライン営業の取り入れ、紹介取引、インターネット問い合わせの工夫等、営業手法
も変えていきたい。

営業方法の改革 広告代理業

新型コロナウイルスの影響がプラスに働き、将来に備えた売却、テレワークにより部
屋数増加希望の購入あり。 新型コロナウイルスの影響 不動産管理業

ドライバー不足が深刻。関東圏における３４歳以下の求人倍率は９．２７倍と悪化。 ドライバー不足 一般貨物自動車運送業

新型コロナウイルスの影響で学校の夏休みが短縮されたため、夏期講習の売上減
少。今後、通常通り運営されれば次第に回復していくだろうと期待している。実際、少
しずつ入会の問い合わせは増えてきている。

学校の夏休み短縮の影響 学習塾

高年齢層の外出自粛や宴会需要の激減による、売上高の減少が続いている。 外出自粛による売上減少 日本料理

売上は少しずつ増加。ただ野菜が高値（白菜が１箱４、５千円）で質も悪い。 売上回復傾向
野菜の仕入値高騰

食堂・レストラン

サービス業



特に好調 好調 まあまあ 不振 極めて不振
DI≧50 50＞DI≧25 25＞DI≧0 0＞DI≧▲25 ▲25＞DI

業況DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 53.8 ▲ 42.1 ▲ 75.0 ▲ 55.5 ▲ 29.4

▲ 59.0 ▲ 34.9 ▲ 69.6 ▲ 53.2 ▲ 70.2

売上DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 46.1 ▲ 31.5 ▲ 64.2 ▲ 44.4 ▲ 35.2

▲ 56.3 ▲ 33.2 ▲ 67.1 ▲ 48.2 ▲ 69.3

採算DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 52.7 ▲ 36.8 ▲ 64.2 ▲ 62.9 ▲ 35.2

▲ 54.1 ▲ 32.1 ▲ 63.5 ▲ 48.4 ▲ 67.0

仕入単価DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 15.3 ▲ 10.5 ▲ 7.1 ▲ 29.6 ▲ 11.7

▲ 20.8 ▲ 27.7 ▲ 15.6 ▲ 18.0 ▲ 21.8

従業員DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

 3.2  26.3 ▲ 25.0  14.8  5.8

2.1 24.9 ▲ 14.2 11.6 ▲ 2.6

資金繰りDI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 27.4 ▲ 5.2 ▲ 46.4 ▲ 29.6 ▲ 17.6

▲ 29.3 ▲ 11.2 ▲ 33.1 ▲ 31.6 ▲ 39.3

CCI―LOBO

柏の景気

柏の景気

CCI―LOBO

CCI―LOBO

CCI―LOBO

柏の景気

CCI―LOBO

柏の景気

柏の景気

令和２年８月の柏の景気天気図
柏の景気情報と全国CCI‐LOBOとの比較

景気天気図

柏の景気

CCI―LOBO



  

 3 調査期間：2020年8月14日～20日 
 
調査対象：全国の333商工会議所が2,727企業 
     にヒアリング調査を実施 

Ｃ Ｃ Ｉ － Ｌ Ｏ Ｂ Ｏ 
商 工 会 議 所 早 期 景 気 観 測（８月速報） 
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全国・産業別業況ＤＩの推移 
｢見通し｣は当月水準に比較した向こう3ヶ月の先行き見通しＤＩ 

 全産業 建 設 製 造 卸 売 小 売 ｻｰﾋﾞｽ 
３月 ▲ 49.0 ▲ 18.6 ▲ 51.7 ▲ 53.1 ▲ 58.9 ▲ 55.8 

４月 ▲ 60.4 ▲ 29.3 ▲ 63.2 ▲ 66.7 ▲ 64.0 ▲ 71.2 

５月 ▲ 65.8 ▲ 37.7 ▲ 69.9 ▲ 62.9 ▲ 70.0 ▲ 77.6 

６月 ▲ 62.8 ▲ 35.0 ▲ 72.6 ▲ 61.6 ▲ 60.4 ▲ 73.4 

７月 ▲ 59.3 ▲ 34.8 ▲ 70.6 ▲ 59.5 ▲ 53.4 ▲ 68.4 

８月 ▲ 59.0 ▲ 34.9 ▲ 69.6 ▲ 56.7 ▲ 53.2 ▲ 70.2 

見通し ▲ 52.9 ▲ 34.1 ▲ 54.8 ▲ 52.0 ▲ 56.6 ▲ 60.5 

 



「働き方改革で社員の所得減。副業・兼業を認めた場合、過剰労働等で労災が発生した際の責任の所在が問題にな

るのでは」（自動車付属品）、「自粛の影響は大きい」（かばん）、「売上高が前年比６０％近くまで落ち、底が見えず。

雇用調整助成金を申請するため臨時休業を実施。９月はパートの契約更新月だが同水準で雇用できるだろうか」

（金属製品）、「東京圏の飲食店自粛で酒類業界の売上増は見込めず」（酒類）、「受注動向が不透明で今後の方向性

がつけづらい」（金属加工機械）、「受注激減。当面の間は非常に厳しい業況」（電子応用装置）、「主力製品は夏季休

暇と休業で生産性が低下し前月より悪化。新規市場向け新製品の立ち上げを見込み設備投資を行う。観光やインバ

ウンド需要の減少で食品向け製品は大幅な悪化」（鉄鋼業）、「コロナの影響が出ている先はここ３ヶ月間注文が全

く無い」（プラスチック製品）、「９月から通常営業を開始。コロナで控えた営業部の１名増員を再検討」（化学工業） 

「最寄りの大学が秋以降のオンライン授業を決め、学生向け物件の募集反応が鈍い」（不動産賃貸・管理）、「得意

先が無くならない限り業況に変化はないが、不況が続けば影響は出る」（税理士）、「自社の苦手な部分を協業する

といった新しいビジネスモデルの展開が必要」（広告）、「これから退去や値下げ交渉が出てくる」（不動産賃貸）、

「新規顧客を増やす為、オンライン営業の取り入れ、インターネット問合せの工夫が必要」（広告代理）、「コロナ

の影響がプラスに働き、将来に備えた売却やテレワークにより部屋数増加希望の購入あり」（不動産管理）、「ドラ

イバー不足が深刻。関東圏の３４歳以下の求人倍率は９．２７倍と悪化」（一般貨物自動車運送）、「学校の夏休み

短縮により夏期講習の売上減少。学校が通常通り運営されれば次第に回復するだろうと期待。入会の問合せは増

えてきた」（学習塾）、「売上は少しずつ増加。野菜が高値で質も悪い」（食堂・レストラン） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

８月の全産業合計のＤＩ値（前年同月比ベース、以下同じ）

は、▲５３．８（前月水準▲４５．０）となり、マイナス幅が８．

８ポイント拡大、４か月ぶりに全産業で悪化。特に製造業は、３

月以降はＤＩ値が▲６０以上と高水準で推移、飲食業も厳しい。 
 新型コロナウイルス感染症の感染防止対策と社会経済活動の

両立が求められる中、東京圏における感染拡大の懸念と暑さの

影響もあり、消費マインドの低下、感染リスクの長期化が要因。

一方、夏休みの外出自粛の影響でテイクアウトは上向き、食料

品や化粧品は順調、先月から全産業で新たな設備投資やビジネ

スモデル転換の動きに言及したコメントも寄せられている。 
先行き見通しＤＩは▲２９．６（今月比＋２４．２）と改善へ

の期待感が大きい。 

全産業ＤＩは再び悪化。新型コロナウイルスの影響による厳しさは残るも、先行きは持ち直しに期待 

調査期間 : 令和2年8月24日～9月8日 調査対象：柏市内134事業所及び組合にヒアリング、回答数91件 

柏の景気情報（令和２年８月の調査結果のポイント） 

「少人数経営なので感染者を出さないよう徹底」（一般土木建築工事）、「受注は好転したが人手不足が解消され

ず､仕事量に比べて完成までに時間がかかる」（とび）、「square 社のカード決済を導入しキャシュレス対応開

始」（畳工事請負・畳製造販売）、「官公庁の受注は昨年並みだが、民間工事受注は減少。来年以降の見通し立た

ず」（土木建築サービス）、「気温が高すぎて仕事に影響」（土木工事） 

「来店客数に比べ客単価が上昇でまとめ買いの傾向。営業費削減を更に取り組む」（百貨店）、「帰省土産がダメ

だったが、洋生菓子はまあまあ」（洋菓子店）、「『ＧｏＴｏトラベル』が始まるも外出自粛の傾向は強く、お出か

け着は苦戦。お盆休みは家でプチ贅沢か、高額商品の動向が良かった」（大型小売店）、「イベント特注が減少。

テイクアウトは上向き」（飲食料品小売）、「家庭内食事増加で、駅周辺店舗を除き売上１０～３０％増」（各種食

料品小売）、「食料品、化粧品や高額品は順調。衣料品は残暑で秋物より春夏物が動いている。飲食は平日夜が厳

しい」（各種商品小売）、「地元飲食店の販売縮小、営業終了が相当の痛手。状況を改善すべく量販店への新商品

投入、一般顧客向けのＥＣ販売を開始。雇用調整助成金、柏市の支援給付金、持続化補助金（ＥＣ販売コスト軽

減）を申請・採択されたが厳しい状況」（農畜産物・水産物卸売）、「飲食店の減少分を内食商品でカバー」（水産

物卸・小売）、「入館者数、客単価、総売上それぞれに回復の兆し。飲食部門は回復の目途が立たず、一部閉鎖し

人員を削減した」（公衆浴場業）、「猛暑とコロナの影響で売上前年比割れ」（洋菓子店） 

全産業合計では、「柏の景気」が▲５３．８に対し、「ＣＣＩ‐ＬＯＢＯ」が▲５９．０で柏の方がマイナス幅が５．２ポイント小さ

い。業種別では、「柏の景気」の方が良い業種は、サービス業であり、１０ポイント以上良い。「柏の景気」の方が悪い業種は、建設

業、製造業、卸小売業である。 

前月と比べたＤＩ値の動き    改善    横ばい   悪化 

★調査結果のまとめ 

★全国の商工会議所早期景気観測調査（CCI－LOBO）との比較 

★業種別の動向 


